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ナノファイバー積層体の吸音特性に及ぼす繊維径の影響
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多孔質型吸音材料は中高音域において，広い周波数範囲で高い吸音率を示す材料と

して幅広く用いられている．小型デバイスや建築材料への応用には，薄く，軽量な

多孔質型吸音材料が求められている．ナノファイバーは様々な応用研究がされてい

るが，吸音材料としての研究は少ない．本研究では，繊維径の異なるシリカファイ

バーを作製し，繊維径が吸音特性に与える影聾について報告する．
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1. 緒言

グラスウールやウレタンフォームなどに代表

される多孔質型吸音材料は，音が入射すると，

骨格部分との摩擦，粘性抵抗，骨格の振動によ

りエネルギーロスを生じ，吸音を示す．この種

の吸音材料は中高音域において，広い周波数範

囲にわたり，高い吸音率を示すため，幅広い分

野での応用がなされている．一般的に多孔質型

吸音材料は材料の厚み増加とともに，吸音率は

増加し，より低周波数域側の吸音率が向上する

ことが知られている[1].

吸音材料は建築材料に多く用いられており，

薄型で高い吸音性能を示す材料であれば，より

広い室内空間を確保できる．また，近年，ナノ

テクノロジーの進歩により，電子デバイスの小

型化が進んでいる．しかし，小型電子デバイス

に多孔質型吸音材料を適用するためには，軽量，

薄型で高い吸音率を示す材料が求められる．

ナノファイバー積層体（不織布）は，直径 1μm 

以下の繊維からなる 90％以上の高い空孔率を有

する多孔質材料であり，フィルター，電極，再

生医療材料など様々な応用研究がなされている．

しかし，ナノファイバー積層体は吸音材料とし

ての研究はほとんどなく，その音牌特性は明ら

かになっていない．

本研究では，エレクトロスピニング法を用い

て，繊維径が数百～数 μmのシリカファイバー

積層体を作製し，繊維径が音響特性に与える影


	バインダー
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